
私たちは、病める人の気持ちを理解し、信頼され、
選ばれる病院を目指して研鑽します。
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医師紹介

リハビリテーション部長　木村 貴弘

医師からのメッセージ

神経内科　小出 達也

昨年10月より当院に神経内科医として勤めてはや

1年が過ぎました。

私は自転車を趣味としていることから、この1年間

はほぼ毎日自転車通勤をしました。当院の位置する

場所は熊本市中心部からは10km程南にあり、加勢

川、緑川と南下するにつれて都市の喧騒から離れ、良

い意味での田舎が広がっていきます。車の速度では

見落としがちな四季や自然の移り変わりを愛でなが

ら、身体のみならず気分もリフレッシュできているよ

うに感じます。

さて、神経内科の対象とする疾患は筋疾患から中枢

神経疾患まで幅広いですが、当院では回復期リハビリ

テーション病棟に加え、本年６月に療養型病床からの

転換で障害者病棟が92床に増えたことから、主に脳

卒中の回復期、および

近頃は神経難病の診

療が増えております。

特に神経難病につい

ては、この１年で障害

者病棟が増床された

だけではなく、人工呼

吸器が初導入された

り、MRIが稼働するようになったりなど、当院の特色で

あるリハビリの充実と相まって（昨今、病院の冠に「総

合リハビリテーションセンター」がつきました）、診療の

幅や質が向上してきております。今後も自転車通勤で

整えた心身を基に、さらに神経難病患者様のニーズに

寄与できるよう邁進していきたいと思います。

最近、日本での65

才以上の方が3千万

人を超えたという総務

省発表がありました

が、日本総人口のおよ

そ4分の1にあたりま

す。85才以上の方が

430万人ということで

すから、今後はいよいよ4世代家族による老老介護も

より一般的になりつつあり、実際入院されている患者

さんのキーパーソンに65才以上のご家族が多いのも

うなずけます。

　当院では今年4月より「地域リハビリテーションセン

ター」(地域リハ)という部門を開設し、通所および訪問

リハビリテーションをはじめとした院外でのリハビリ活

動にも力を注いでいます。この時代背景の中、個々の

ケースにおいて何を目指しての活動かが、非常に大切

なポイントと考えています。

入院中においては、在宅が逆に閉塞感を創り出す

ことにならないように、「地域リハ」と連携を計りながら

より負担の少ない形で在宅に戻れるチャンスを探り、

また一方通所リハではいかに生活自立度を維持しエ

ンジョイした生活を送れるかを目指して活動しており

ます。

この世に生を受けた限り誰もが通る高齢化、全世代

が互いの価値感を認め感謝しあえるような緩衝剤的役

割が、難しい命題で大げさかもしれませんが私たちに

求められているような気がしてなりません。

全てはまずはここでお会いできたご縁に感謝しなが

ら、お話に耳を傾けることからスタートしたいと思います。

誰もが通る道、これもご縁

神経難病診療体制の充実　～1年を振り返って～

まい



こんにちは。西１A病棟のご紹

介をさせていただきます。

平成２1年に回復期リハビリ

テーション病棟としてスタートし、

４年目を迎えました。

ベッド数は２８床で、主に脳梗塞や脳出血を発症された

方、骨折された方、肺炎後でリハビリが必要な方などを対

象に、３６５日、集中的にリハビリを行っています。

回復期リハビリテーション病棟の最大の目標は「機能

回復と自宅復帰」です。お一人お一人の病状・症状に応じ

たゴールを設定し、多職種によるサポートをさせていた

だきます。入院直後から行なうカンファレンスやリハビリ

回診で、病状や治療効果の検討、ご自宅へ戻られた後の

フォロー体制について、回数を重ねながら慎重に検討し

ていきます。

リハビリは理学療法士などセラピストが中心ですが、1

日の大半を過ごされる病棟でも看護師による生活リハビ

リを行っています。朝起きてから夜寝るまで、日々繰り返

される食事動作、排泄動作などを訓練の場と捉え「でき

る動作」「できない動作」に着目して、寄り添い、励ましな

がら繰り返し行っています。

病棟では毎日「行ってらっしゃい。お帰りなさい」の声

が聞こえています。リハビリに元気に送り出し、お疲れさ

までしたと笑顔でお迎えしています。

城南病院に回復期リハビリテーション病棟があることを

ご存知ない方もいらっしゃるかと思います。地域の皆様

に「城南病院でリハビリ

がしたい」と言っていた

だけるよう、今後もスタッ

フ全員で取り組んでまい

りますので、どうぞよろし

くお願いいたします。

病棟係長　
宮田 孝子

西１A（回復期リハビリテーション）病棟

ＮＳＴ（栄養サポートチーム）活動のご紹介

NSTとは、「Nutrition Support 

Team」の頭文字をとった略称で、日

本語では栄養サポートチームとい

い、その患者様に合った最もふさわ

しい方法で栄養状態を良好に保つために活動するチームです。

当院では、平成21年11月からNSTを立ち上げ活動し

ています。患者様にとって栄養状態を良好に保つ事は、治

療効果を上げる事に大きな役割を持ちます。年齢・身長・

体重・疾患等に応じて分析を行い、患者様に合った必要な

エネルギーや必要な栄養素を管理し早期回復・治療を進

めていきます。具体的には、入院時より栄養状態の評価を

行い、次のような項目に該当する場合は栄養不良と判断し

栄養介入します。

①慢性的体重減少 ②血清アルブミン値2.9ｇ/dl以下

③嚥下障害、経口摂取不良

④入院中の食事摂取量2/3以下が3日以上継続しBMI18以下

⑤褥瘡がある ⑥経管栄養による合併症があり継続困難

⑦経口摂取を目的とし、現に経管栄養を実施している

NSTの構成メンバーは、医師、看護師、薬剤師、臨床検

査技師、理学・作業療法士、言語聴覚士等多職種のメン

バーより構成しています。週1回の回診とカンファレンス

を行い、毎月介入症例に関する検討や運営状況につい

てNST会議を開催しています。また、栄養管理に関する

勉強会、講演会を開催しNSTメンバーおよびその他職員

の栄養管理に関する啓発も積極的に行っています。今後

は入院患者様が退院された後も同様な栄養管理ができ

るように情報提供できるシステムの構築を目指し努力し

てまいります。

栄養課課長 管理栄養士
石上 さゆ美

えんげ

じょくそう



8月25日（土）「城南病院夏まつり」を開催しました。

地域の皆様、入院患者様、施設利用者様と病院職員との

ふれあいの場として大盛況の夏の日となりました。

熊本市南区役所保健子ども課のご協力による慢性腎臓病（CKD）

相談ブース（右下）や看護部による健康相談ブース（左下）ほか

各ブースは多数の皆様にご利用いただきました。

北海道から取り寄せた
とうもろこし300本も早々に完売。

熊本保健科学大学の実習生も
飛び入りでお手伝い。

お昼の部

血圧の高かごたるね

城南病院夏まつりの
スタートです！

城南
病院 夏 ま つ り

司会の
マッキーさん

内野院長

やぁ！！



平成24年8月25日(土)に

「城南病院夏まつり」を開催い

たしました。夏まつり参加人数

は昨年をはるかに上回り、総勢

約1,300人の方にご来場いた

だきました。

お昼の部では各部署別の相談ブース、夜の部では、今熊本

で熱狂的な人気を誇る「くまモン」を招き、くまモン体操やお楽

しみ抽選会を行いました。会場はお年寄りから子どもまで大盛

り上がりで、大変喜んでいただきました。また、英太郎さんによ

るものまねや際田まみさんによるミニコンサートをはじめ、地元

の城南火の君太鼓の皆様・老人会舞踊部の皆様に会場を盛り

上げていただきました。各部署担当で行うバザーでは、毎年好

評のため今年も夜の部開始早々に売り切れになる所もあり、

終盤ではほとんどのお店が売り切れ状態となりました。

夏まつりのフィナーレでは、間近で打ち上げられる花火

に、ご来場された方からは大きな拍手をいただきました。日

頃お世話になっている近隣地域の皆様には城南病院を身

近に感じていただけた良い機会になったと思います。今後

も日々研鑽を重ね、地域の方にもっと愛される病院を目指

していきたいと思います。当日ご来場・ご協力いただいた

皆様、本当にありがとうございました。

理学療法士　徳永 達憲

「城南病院夏まつり」を終えて
～夏まつり実行委員として～

多くの入院患者様もこの
日ばかりは病室から出て、
まつりのひとときを楽しん
でいただきました。

JONAN戦隊
参上！

ふるさと熊本城南ミニコンサート

くまモン体操

お楽しみ抽選会

わ～～い！！ありがとう！！

えいたろー
さーん！

英太郎さん

際田まみさん

わ～
！

きれ
ーか
！

♪

♪

♪

♪ ♪♪

さん



8/25 城南病院にて地域講演会
（第1回目の介護予防講座）を
開催いたしました

あれこれ

8月25日（土）に当院研修ホールにて開催しました

地域講演会の模様と、9月14日（金）に熊本保健

科学大学において開催された看護研究論文発表

会での研究発表報告についてご紹介します。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

内野院長による講演

去る8月25日（土）、城南病院研修ホールにて地域講演会を

開催いたしました。今回は、城南病院の協力を得て、内野誠院長

より、「脳卒中を予防するには」というテーマで講演をしていた

だきました。当日は、夕方から城南病院の夏まつりでしたが、そ

の前の時間帯であるにもかかわらず、予想を超えた140人程の

方々がホールを埋め尽くし、盛大なものとなりました。司会進行

には、あのマッキーさんが・・・。とてもすてきでした。

脳血管疾患といえば、死亡原因の第4位、介護が必要になった原

因の第1位となっています。講演は、脳卒中の発症のしくみから予防

に至るまで、分かりやすい内容となっており、「とてもためになった。

参加して良かった。」という意見が多く聞かれました。身近な病気で

あるがゆえに、関心も高かったように思います。

以前の病院といえば、地域住民との間に高い壁があり、なか

なか近寄り難いものでした。しかし、最近では、城南病院のよう

に「地域に根ざした病院」を目指して、地域貢献を推進されてい

るところも増えています。まさに、今回の地域講演会へのご協力

は、そういった城南病院の前向きな姿勢を実感させられるもの

でした。

地域包括支援センターは、地域ケアを推進していくうえで、

病院との連携は必要不可欠です。地域住民が住み慣れた地域

で安心して生活できるように、今後も城南病院のご支援を承り

ながら頑張っていきたいと思います。

熊本市南6地域包括支援センター

身近なテーマに関心も高く、
研修ホールは地域住民の
方々で埋め尽くされました

「多くの図解や事例でわかりや
すく、とてもためになった」との
ご感想をいただきました



生椎茸は薄切り、

こんにゃくは短冊に

切る。

　

1 . をだし汁と薄
口しょうゆ（※1）で煮

て、味をふくませ冷ま

しておく。

ちんげん菜を茹で

て絞り３ｃｍに切る。薄

口しょうゆ（※2）で和

えておく。

チーズの中で最も低脂肪でさっぱりした
味わいのカッテージチーズを、今回はみそと
合わせて白和えにしました。チーズとみそ
の相性はぴったり！食べやすくてクリー
ミーなので女性や子どもにも人気です。

●カッテージチーズ（うらごしタイプ）…80ｇ
●生椎茸…2枚　●こんにゃく…40ｇ
●ちんげん菜…240ｇ（１袋）
●薄口しょうゆ…小さじ1/3（※1）、小さじ２/3（※2）
●だし汁…小さじ1（※1）
●砂糖…小さじ2/3（※1）、大さじ1弱（※3）
●強化みそ…大さじ2/3（※3）
●みりん… 小さじ1/3（※3）
●ねりごま…4ｇ（小さじ1と1/3）（※3）

カッテージチーズ

は裏ごししてなめら

かにする。チーズに調

味料（※3）を加えよく

混ぜ合わせておく。

4.にちんげん菜、
生椎茸、こんにゃくを

加えて和える。

 （1人分：55kcal）

1.

2.

3.

4.

5.

材料（4人分）

カッテージチーズは、高たんぱくで塩分と脂肪分
が少なく、カロリーが気になる方にも安心です。
チーズは万能こし器やフードカッターを使うとつ
ぶつぶがなくなりなめらかになります。またうらご
しタイプのカッテージチーズとねりごまを使うとよ
りクリーミーに仕上がります。

南3病棟
看護師　田中 浩

あれこれ

「精神科看護研究発表報告」

平成24年9月14日（金）、熊本保健科

学大学において開催された、日本精神科

看護技術協会熊本県支部主催の「看護

研究論文発表会」に参加しました。

当院は一般診療科と精神科を併設し

ており、精神症状を伴なった患者様への

リハビリができるという特徴があり、今回、「精神科病棟と回復

期リハビリテーション病棟との院内連携」というテーマで研究

を行い、発表してまいりました。

参加者の多くは精神科単科の病院に勤務されている方のた

め、「回復期リハビリテーション病棟とはどんな病棟ですか？」と

いう質問もあり、脳血管疾患や骨折等による障害がある方へ

365日充実したリハビリが提供できることなど、当院における

回復期リハビリテーション病棟の意義について説明させていた

だきました。

また、他病院の研究発表を聴講し、さまざまな視点から患者

様の看護に取り組まれている様子をうかがい知る事ができ、看

護の奥深さを再確認できた研修会だったと思います。今回の研

修で得た知識や情報を活かし、患者様が一日でも早く社会復帰

ができるようこれまで以上にスタッフとより一層連携・協力し、

看護を実践していきたいと思います。

レシピ紹介 　　 管理栄養士　南部 美由紀

発表の様子（上）と
研究資料の抜粋（左）



外来診療担当医

内科
神経内科
呼吸器内科
消化器内科
外科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター
サービス付き高齢者向け住宅
きらり舞原

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/ 熊本 城南病院 検 索
〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

脳神経外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
精神科

内野克

内野克

木村貴

片岡

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

内野院長

木村貴

松村

内野院長

内野院長

松村

木村貴

担当医

村方

担当医

松村

小出

松村

木村貴

有吉

木村竜

木村貴

担当医

村方

小出

木村貴

有吉

木村貴

大串

大串

内野克

内野院長

内野院長

木村貴

片岡、担当医

木村竜

木村貴

月 曜

内 科

神 経 内 科

神経難病外来

呼吸器内科

リハビリテーション科

精 神 科

整 形 外 科

皮 膚 科

診療科目

小野
月2回不定

担当医

担当医

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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バス・タクシーをご利用の場合

熊本交通センターから
「4番のりば」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

JR富合駅から
「国町駐車場バス停」より「南区役所経由城南総合出張所行き」乗車、
「城南総合出張所」下車。その後タクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合

九州自動車道御船ＩＣより車で10分

私たちは、病める人の気持ちを理解し、信頼され、
選ばれる病院を目指して研鑽します。

城南病院の理念

バリュー
常に患者様本位で考え行動します。
専門医療を推進するため謙虚な態度で日々研鑽に努めます。
地域、社会ならびに医療機関との連携を推進します。
心身両面にわたる自立支援を多職種協同で実現します。
互いに尊敬と協調の心を持ち、仕事に専念します。

学会等認定施設

日本認知症学会認定専門医教育施設
日本神経学会認定専門医准教育施設

住宅型有料老人ホーム まいのはら
グループホーム・ケアホーム けやき

表紙写真：リハビリ館にて撮影


